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この春 ひさ しぶ りに中央 ヨーロ ッパ をクルマ で思 うざま駆 け廻 って来 ました。
「牛 に牽 かれて……」 の タ トエ よろ しく,老 骨 に鞭打 って.研究室の連 中の 「建
築巡 礼」 に文字 どお り便乗 したわけです。 クルマ は 白塗 りプ ジ ョー504,前部 の
天井 がス ライ ドして,「 何 で も見 てやろ う」 とい う ドン欲 な調査 アニマ ルた ち
の望 を十分 かなえて くれま した。 日本 にはあ ま り馴染 み のない フランスの クル
マ ですが,何 ともま あよ く走 りま した。一 ヶ月 あま りの短期 間 に,し めて一 万
二千 キロ。 ほぼ赤道 全周 の三分の一 に当 ります。
帰来既 に四 ヶ月,い ま さら海 外報告 で もあ るまい とは思 うのですが,編 集子
に御約束 した手前,か な り鮮 度 はお ちますが,ず こ しお耳 を拝借 いた します。
まず,ロ ン ドン ・ヒー ス ロー空港 で,一 行 の荷 物 がい つまでたって も出 て来
ない とい う,さ さや か なイベ ン トが あ りま した。 しびれ を切 らしてい き り立つ
乗 客の前 で,う ろ うろ,お たおたす る従業員 た ちの姿 に,一 行 の誰 かが,「 英
国病 かも」 とひ と言 い った の をおぼ えています。
で も,こ うした人 間の グー タラぶ りとはウ ラハ ラに,空 港 その もののデザ イ
ンは全体 か ら部 分の すみず みまで,キ ビキ ビ として いて爽快 で,「 成 田」 など
とは,む しろか な り差 が あるよ うに私 には感 じられ ま した。
英国病の兆候 は,ロ ン ドンの裏町,た とえばイギ リスの現 代建築の先端 を行
く,小 学校 や集合住 宅で,世 界の注 目を集め た ピム リコ地 区で も明 らか に看 取
され ま した。建物 の デザ イ ンが尖鋭 で新鮮 で あれば ある程,そ れ をと りま く街
の乱 雑 さや不潔 さが一 そ うきわ立 って来 るとい うわ けです。 齟
そ うした病 め る英国 の実体 を最 も端 的 に示 していたの は,や は りここの裏町
フォルニア街 にある,バ ロ ックの巨匠ホー クスムアの名作 「キ リス ト教会」 の
見 るも無残 な荒廃 の姿 で した。 日本 で なら,重 文級 の建物 の,こ うした惨状 は
到底 考 え られぬ ことで しょ う。 でも こうした例 はロ ン ドンを離 れて スコ ッ トラ
ン ドへ と北上 す る途 中に も,散 見 され ました。聖堂 のSOSを 訴 え,喜 捨 を求
め るポ ス ターやパ ンフ レッ トが,各 所 で見 られま した。 ところがそ うした道 中,
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われ われが クルマ をとばす当の高速 道路の方 は何 とも まあすば らしい出事栄 え
で した。上記 ヒースローの爽快 さは,そ のま ま高速道路 に沿 うて,イ ギ リスの
全国 斉地 に四通 八達 してい るの は驚 きです。
わが国の 高速 道路 には,こ うした徹底 さ,本 格派ぶ りは と うて い見 られま せ
.ん。何 とな く場 当 り的 なチ ャチなや り方 が 目につ くわけです。 それに して も日
本の クルマ関係 のデザ イ ンー般 の,ど うして ああも卑俗 で下司ば って いる こと
で しょう。 同 じ対象 につ いての イギ リス,さ らには ヨー ロッパの デザ イ ンの格
調 の高 さに,デ ザ イ ン以前 のい わば 文化 的 コ ンテ クスの ちがいの よ うな もの に
つ くづ く劣等感 をおぼ えま した。
ところが その半面,わ れ われは イギ リス,更 にはEC諸 国 に,「 イギ リス病」
或 は 「ヨー ロ ッパ病」 な どとい うよび名 で,妙 な優 越感 をもつ に至 ってお りま
す。 もはや産業 技術 では西欧 に追 いっ き追 い こ し,GNPで は アメ リカを除 い
て トップの座 を確保 しつづ ける事 実は,日 本 企業の ヨーロ ッパへ の大 挙進 出 と
して,何 よ りも,前 には見 られな かった高速 道路沿 いの各社 の カ ンバ ン類 に示
されているです が,あ ま り大 がか りな広告 を好 まぬ西欧 の企業 をしりめ に,あ
た かも日の丸 を到 るところにお っ立 ててい るかの観 が あ ります。 この こ とで,
私 は,オ ラン ダの高速 道路 を走 行中,ほ か に何一 つ広告 とて ない フラ ン ドルの
美 い ラン ドス ケー プを圧 して,"SONY"と 一 きわアザ ヤ カに 白光 を放 つ巨
大 なネオ ン塔 が,強 く印象 にの こっています。
ロ ン ドンに滞在 中は,御 存 じ当地特 有の グレイの 日々で した。 その寒 々 と し
た霖雨の 半 日を,ビ ク トリア ・ア ン ド ・アルバ ー ト美術館 に出かけ ま したが,
美術工芸 関係の ミュジアム として のその世 界的 な盛 名 か ら期 待 した ほ どでは な
く失望 しま した。 成程 すば ら しい名品 もあるには あ りま したが,展 示品 は玉石
混 こ うで今一 つ洗 練度 に欠け る思 いで した。 日本の仏象 や釣鐘 など東洋 美術 の
ガラクタが中庭 で雨打 た しになってい る図 な ど,こ の印象 を強 め るのに役立 っ
たよ うです。
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折 しもここでは現 代 日本の造形 文化 をあ りの ま ま展 示 介す る との フレコ ミで,
「ジャパ ン ・ス タイル展 」 な るもの が開 かれてお り,な かなかの盛 況の よ うで
した が,私 は会場入 口で様子 を うかがっただけで入 る気 にはなれ ませ んで した。
この展 覧会 の中味 とは,要 す るところ,今 日西欧市場 を席捲 しつつ あ る日本企
業 の手 にな る工 業生産品 と,こ れに色 ど りをそ える 「フ ジヤマ ・ゲイ シャ」的
な,あ の一連 の 日本特 有の土俗的造 形 「キ ッチ ュ」 の オ ンパ レー ドの た ぐ
いだ とす ぐわかったか らで す。
事実,後 で知 った ことですが,この展覧会 は先方 の有識 者 の,かな りの ヒンシ
ュ クを買 い,手 酷 しい批判 を うけた よ うです。 同展の意 図が文化的 な啓蒙 活動
とい うよりは商業的 な売 りこみ にあ ると見 られ たか らです。
ここで も示 され たよ うに,日 本は今 日工 業 製 品 にお ける デザ イン面では世
界の水準 を抜 くまでに成長 した ことは,丹 下 や黒川 な ど,建 築デザ イ ンなど と
同様 ですが,そ れはあ くまで単体 と してのデザ イ ンで あ り,群 と して の都 市や
生活環境 の複合的 なデザ インで は,ま だ まだ東南 ア ジア諸国 なみ に,後 進 国 と
して止 ってい る現 実 はい かん ともしがた く,ま ことにも どか しい気がいた しま
す。
今度の旅 で,ヨ ーロ ッパの各地 で,美 しい とい うよ りはむ しろアメニ ティに
富 んだす ぐれ た都市景 観 に接 す るたびζ とに.た えず この思 い に駆 られ ました
が,こ うい う面 か らも日本 のデザ イ ンのあ り方 は,80年代 に入 った今 日,新 し
い アイデ ンテ ィテ ィを求 めて根 本 か ら問い直 すべ き時 期 に来で いるよ うに私 に
は思 われ るの です。(神 戸大学)
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